
表示は税抜価格です。 組立、施工費は別途申し請けます。428

システム収納家具 バリアス・シスト  

W1200ユニット（W1200×D450）下置使用する場合は、ベース（Ｈ50）が必要となります。

W450ユニット（W450×D450）下置使用する場合は、ベース（Ｈ50）が必要となります。

W450ユニット（W450×D450）

片開き 4段引出し オープン 片開き 片開き

D450
26-1461-0　V445-09H
￥59,500
内寸／ W415×D416×H843　◦17.6㎏

26-1462-0　V445-409D
￥134,700
内寸／ W373×D402×H183　◦38.9㎏

26-1211-0  V445-10K
￥50,700
内寸／W415×D449×H983　◦17.5㎏

26-1210-0  V445-10H
￥64,800
内寸／W415×D416×H983　◦21.1㎏

26-1212-0  V445-11H
￥64,800
内寸／W415×D416×H983　◦21.1㎏

◦棚板２枚付　◦ラッチ付　◦錠付 ◦ラッチ付　◦錠付　
◦セーフティロック付　◦仕切板4枚付

◦棚板2枚付 ◦棚板2枚付　◦ラッチ付　◦錠付 ◦棚板2枚付　◦ラッチ付　◦錠付

片開き 片開き 片開き オープン 片開きロッカー

D450
26-1208-0  V445-04H
￥52,200
内寸／W415×D416×H353　◦9.5㎏

26-1209-0  V445-05H
￥54,900
内寸／W415×D416×H453　◦11.6㎏

26-1213-0  V445-21H
￥98,700
内寸／W415×D416×H2013　◦44.3㎏

26-1214-0  V445-21K
￥81,000
内寸／W415×D449×H2013　◦34.6㎏

26-1395-0  V445-21L
￥98,700
内寸／W415×D416×H2013　◦41.8㎏

◦ラッチ付　◦錠付 ◦棚板1枚付　◦ラッチ付　◦錠付 ◦棚板5枚付　◦ラッチ付　◦錠付 ◦棚板5枚付 ◦棚板2枚付　◦パイプ付棚板１枚
◦ラッチ付　◦錠付

●上置専用 ●上下兼用 ●下置専用

  引戸   オープン 引戸

D450
26-1104-0　V1245-10S
￥85,400
内寸／ W1165×D397×H983　◦44.4㎏

26-1105-0　V1245-10K
￥68,600
内寸／ W1165×D449×H983　◦33.5㎏

26-1106-0　V1245-11S
￥85,400
内寸／ W1165×D397×H983　◦44.4㎏

◦棚板2枚付　◦ラッチ付　◦錠付 ◦棚板2枚付 ◦棚板2枚付　◦ラッチ付　◦錠付

H1030
◦ベース P429

①フリーアドレスデスクのエンド

②W2400 ワークステーションと
の並列センター収納

③L型デスク周辺

W1200モジュール活用例
W900モジュールでカバーでき
ないレイアウトに対応します。

H890上下兼用

H400/500上置専用

H1030上下兼用

H2060下置専用 ベース（Ｈ50）が必要となります。

H890下置専用 H1030下置専用H1030上置専用

耐火収納庫 H1080下置用（W900×D450）アジャスター付

耐火金庫（書庫内組込型）

D450
26-1152-0  V945-11SFN
￥896,300
外寸／W900×D450×H1080　◦246.9㎏
内寸／W709×D250×H851
◦ダイヤル式
◦ 外枠本体・棚板２枚・ベース（アジャスター）付

耐火金庫（完成型）

D450
26-1387-0  V945-311DSF
￥964,100
外寸／W900×D450×H1080　◦285㎏
内寸／W746×D320×H256
◦シリンダー錠　◦ベース一体型
◦仕切り板6枚・オールロック・アジャスター付

耐火収納庫について
耐火収納庫はJIS規格の耐火性能試験項目に基づき造られた、「火災対策」の性能を持った収納庫で
す。火災から守りたいものを収納してください。また、耐火収納庫の有効耐用年数は製造後20年
となり、それ以上のご使用は収納物の焼失の恐れがありますので注意してください。
※耐火収納庫は盗難防止を目的とする防盗金庫とは異なりますので注意してください。

一般紙用１時間
耐火性能試験合格品

一般紙用１時間
耐火性能試験合格品

■耐火金庫シール

■収容物シール
●耐火収納庫
　V945-11SFN
　組込例
他の収納家具と組み合
わせてご使用くださ
い。上置き・左右本体
と連結できます。

※引出しタイプは単体で使用しないでください。引出しを引くと転倒する恐れがあります。
　必ず横連結もしくは壁固定をしてご使用ください。
　引出しタイプばかりで横連結して使用する場合は、壁固定もしくは背面合わせで連結してください。


